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1． は じめに

　2002年か らの 中学校数学の 教育課程

で ，
「2次方程式の解の 公式（以下 ， 解

の公式と略記）」が削除され る，週 5 日

制に伴 う授業時間全体数の 削減 ， 総合

的な学習の 時間の 特設とい っ た状況を

受け， 数学の授業時間数は従来に 比べ

2割程度削減され ， 数学の 学習内容 も

大幅に削減され る．それ らの 改訂 作業

の 中で ， 解の 公式が削減される こ とに

なっ た．

　そ の よ うな経緯に留意 しつ つ も ， 解

の 公式を積極的 に中学校 の 授業で 教え

るべ きで ある と私は考 えて い る．そ の

よ うな立場か ら ， 本稿で は ， 解の 公式

を実際に どの よ うに授業 に位置付け る

のか を述べ る．

2 ． 「解の 公式よる解法」 と 「因数分解

　 の 利用 による解法」の 相補的な扱い

　なぜ解の公式を教える 必要があ るの

か．学習者に と っ て どの よ うな価値が

ある の か．教師は ， 内在する思想 と し

て何を教え るの か ．

　そ れ らの 問い に対 し ， 近視的な 必要

性の観点か ら 「解の公式よ る解法」 と

「因数分解の 利用 に よ る解法」 の 相補

的な扱い の 重要性をまず強調 した い ．

2002年か らの 教育課程では， 2次方程

式を次の よ うに因数分解の利用 によ っ

て解 くこ とになる ．

＜因数分解の 利用 に よる解法例＞

　 x2 −5x 十6＝ ・O

　（x −2）（x − 3）＝ O

　 x −2＝ 0また は x −3＝ 0

　した が っ て ， x ＝ 2
，
　 x ＝ 3

　因数分解 の 利用 に よ る場合 ， 確か に

そ こで の 計算等の 扱 い は容易な もの と

なる． しか しなが ら， 因数分解を利用

で き る 2 次方程式 は特別な場合で ある

ため， 扱 う問題の 数値等を因数分解可

能なもの に限定 しな ければな らな い ．

その 欠点が解消する た め ， 解 の公式に

よる解法が必要で あ る とい う説明は
，

生徒へ の 一
つ の 説得 になるで あろ う．

一
方で ， 解の 公式 の み に頼る の も望 ま

しい こ とで な い ．式 の様子 に応 じ ， そ

れぞれ の 解法の 特徴 を相補的 に生か し

つ つ 解決を図れ る こ とが基礎 ・基本の

一
つ と考え る ．
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3 ． 2 次方程式の解の公式に潜む数学

　　的な見方 ・ 考え方

　前項で述べ た相補的な扱い は ，
2 次

方程式 を問題解決の 道具として 活用 を

図る こ とを前提 とした議論で ある． こ

こで は ， 2次方程式の解の公式そ の も

の に潜む 数学的な見方．考え方 の 素晴

らしさ に 目を向けて み る．教科書（大阪

書籍 ， 中学校 3年）で は ， 2次方程式の

解の 公式は次の よ う に導かれて い る．

ax2 ＋ bx＋ c ＝ 0

x2 の 係数 を 1にするため に ，

両辺 を a で わ る と

　　x
・
＋馬 ＋ ！ ＿ o

　 　 　 　 a 　　　 a

静 纐 す る と

　　　x ・
＋ 互x ＝ ＿！

　 　 　 　 　 α　　　　　 a

両辺 に （
b2a
）
2

を加え る と

x2 ＋争＋（畜アー 一
号・（畜アi

（x ＋畜アー
ゲ

浮
α c

　解の公式を導 き出す過程で
， 平方完

成の式変形や平方根の考 え等 を駆使 し

て い る こ とがわか る．た とえ ， 生徒自

らが公式 をその よ うに編み出せ なくと

も，式変形の 過程を鑑賞しそ れ らの数

学的な見方や考 え方 を味わ う意味は大

きい と考 える 。

　さらに，
2次方程式の 解の 公式に現

れる根号 に注視す る と， 2 乗 して負に

なる数が避 けて通れない 問題 となっ て

ク ロ
ー ズア ッ プされて くる ，それはか

つ て ， 多くの数学者が 「虚 の 数」 と し

て ため らっ た数で ある．虚数 iの 発明

（発見）の 素地が ここ に垣 間見 られ る．

話は 2次方程式 に留 まらず ，
3次方程

式 ， 4 次方程式 ，

…
とい っ た高次方程

式の代数的解法へ と関心 は広が りうるで

で あろ う．

した が っ て

x ＋畜一 ±
b2− 4ac
　 2α

　　　 ろ
　 　 　 　 　±∬ ＝

−
　 　 　 2a

ろ
2− 4ac

　 2α

すなわ ち
， 解 は

　　　　　一 b± V
「

石2 − 4ac
　 　 　 ∬

＝

　 　　　　　 　　 2a

4 ． おわ りに

　そ もそ も ， 数学 と は単 に計算の 仕方 ，

問題の解き方を学ぶ だけの 学問で な く，

見方や考え方その もの に こだわ っ て い く

学 問と私は考えて い る ， 2 次方程式の解

の 公式には ， こだわ る だ けの見方や考え

方が 内在して お り ， 中学校で取 り上げる

意義は少なか らずある と考え る．

　指導内容の 指針 とな る 学習指導要領

に ， 2 次方程式の解の公式が必修項 目と

して 取 り上 げられて い な いか らとい っ て ，

消極的に な る必要は ない ．生徒の状況 を

踏まえ つ つ ， 解の公式の 素晴 らしさを感

得する指導者（教師）な らば ， 学習指導要

領を最低 目標と捉え ， 自信を持 っ て 積極

的に授業で取 り上げて い けばよい と考え

る．そ の よ うな授業は ， 生徒に と り多少

の困難さは伴うで あろ うが魅力ある授業

となる と確信す る ．
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